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サイト接続性情報の更新
スパインの追加や削除、またはスパインノードの ID変更などのインフラストラクチャへの変
更が加えられた場合、Multi-Siteファブリック接続サイトの更新が必要になります。このセク
ションでは、各サイトの APICから直接最新の接続性情報を取得する方法を説明します。

ステップ 1 Cisco Nexus Dashboard Orchestratorの GUIにログインします。

ステップ 2 [メインメニュー (Main menu)]で、[インフラストラクチャ (Infrastructure)] > [インフラの設定 (Infra
Configuration)]を選択します。

ステップ 3 右上にある [インフラの構成 (Infra Configuration)]ビューで、[Configure Infra)]ボタンをクリックします。

ステップ 4 左側のペインの [サイト (Sites)]の下で、特定のサイトを選択します。

ステップ 5 メインウィンドウで、APICからファブリック情報を取得するために [更新 (Refresh)]ボタンをクリックし
ます。

ステップ 6 （オプション）オンプレミスサイトの場合、廃止されたスパインスイッチノードの設定を削除する場合は、
[確認 (Confirmation)]ダイアログでチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスを有効にすると、現在使用されていないスパインスイッチのすべての設定情報がデー

タベースから削除されます。

ステップ 7 最後に、[はい (Yes)]をクリックして確認し、接続情報をロードします。

これにより、新しいスパインや削除されたスパインを検出し、すべてのサイトに関連したファブリックの

接続を APICからインポートし直します。
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インフラの設定:オンプレミスサイトの設定
ここでは、オンプレミスサイトにサイト固有のインフラ設定を構成する方法について説明しま

す。

ステップ 1 Cisco Nexus Dashboard Orchestratorの GUIにログインします。

ステップ 2 左側のナビゲーションメニューで、[インフラストラクチャ（Infrastructure）] > [インフラの設定（Infra
Configuration）]を選択します。

ステップ 3 メインペインにある [インフラの設定（Configure Infra）]をクリックします。

ステップ 4 左側のペインの [サイト (Sites)]の下で、特定のオンプレミスサイトを選択します。

ステップ 5 [オーバーレイ設定 (Overlay Configuration)]を指定します。

a) 右側の <サイト (Site)> [設定 (Settings)]ペインで、[オーバレイ設定 (Overlay Configuration)]タブを選
択します。

b) 右側の <サイト (Site)> [設定 (Settings)]ペインで、[マルチサイト (Multi-Site)]ノブを有効にします。

これは、オーバーレイ接続がこのサイトと他のサイト間で確立されるかどうかを定義します。

c) (オプションｎ) [CloudSec暗号化 (CloudSec Encryption)]ノブを有効にして、サイトを暗号化します。

CloudSec暗号化は、サイト間トラフィックの暗号化機能を提供します。この機能の詳細については、
Cisco Multi-Site Configuration Guideの「Infrastructure Management」の章を参照してください。

d) [オーバレイマルチキャスト TEP (Overlay Multicast TEP)]を指定します。

このアドレスは、サイト間のL2 BUMおよびL3マルチキャストトラフィックのために使用されます。
この IPアドレスは、単一のポッドまたはマルチポッドファブリックであるかどうかには関わりなく、
同じファブリックの一部であるすべてのスパインスイッチに展開されます。

このアドレスは、元のファブリックのインフラ TEPプールのアドレス空間または 0.x.x.xの範囲から取

得することはできません。

e) （オプション）[外部ルートドメイン (External Routed Domain)]ドロップダウンから、使用するドメイ
ンを選択します。

Cisco APIC GUIで作成した外部ルータドメインを選択します。使用している APICリリースに固有の
詳細については、『Cisco APIC Layer 3 Networking Configuration Guide』を参照してください。

f) [BGP自律システム番号 (BGP Autonomous System Number)]を指定します。

g) （オプション）[BGPパスワード (BGP Password)]を指定します。

h) （オプション）サイトの [SR-MPLS接続 (SR-MPLS Connectivity)]を有効にします。

サイトがMPLSネットワークを介して接続されている場合には、[SR-MPLS接続性 (SR-MPLS
Connectivity)]ノブを有効にして、セグメントルーティンググローバルブロック (SRGB)の範囲を指
定します。
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セグメントルーティンググローバルブロック（SRGB）は、ラベルスイッチングデータベース (LSD)
でセグメントルーティング (SR)用に予約されているラベル値の範囲です。これらの値は SR対応ノー
ドへのセグメント識別子（SID）として割り当てられ、ドメイン全体でグローバルな意味を持ちます。

デフォルトの範囲は 16000 ～ 23999です。

サイトのMPLS接続を有効にする場合は、『Cisco Multi-Site Configuration Guide for ACI Fabrics』の「Sites
Connected via SR-MPLS」の章で説明されている追加設定を行う必要があります。

ステップ 6 [アンダーレイ設定 (Underlay Configuration)]を指定します。

a) 右側の <サイト (Site)> [設定 (Settings)]ペインで、[アンダーレイ設定 (Underlay Configuration)]タブを
選択します。

b) ドロップダウンメニューから [OSPFエリアタイプ (OSPF Area Type)]を選択します。

OSPFエリアタイプは、次のいずれかになります。

• nssa

• regular

c) サイトの OSPF設定を行います。

既存のポリシー (たとえば msc-ospf-policy-default)をクリックして修正することも、[+ポリシー追加
(+Add Policy)]をクリックして新しいOSPFポリシーを追加することもできます。それから、[ポリシー
の追加/更新(Add/Update Policy)]ウィンドウで、以下を指定します。

• [ポリシー名（Policy Name）]フィールドにポリシー名を入力します。

• [(ネットワークタイプ (Network Type)]フィールドで、[ブロードキャスト (broadcast)]、[ポイントツー

ポイント (point-to-point)]、または [未指定 (unspecified)]のいずれかを選択します。

デフォルトは [ブロードキャスト (broadcast)]です。

• [優先順位 (Priority)]フィールドに、優先順位番号を入力します。

デフォルトは 1です。

• [インターフェイスのコスト (Cost of Interface)]フィールドに、インターフェイスのコストを入力
します。

デフォルト値は 0です。

• [インターフェイスコントロール(Interface Controls)]ドロップダウンメニューで、以下のいずれ
かを選択します。

•アドバタイズサブネット (advertise-subnet)

• BFD (bfd)

• MTU無視 (mtu-ignore)

•受動的参加 (passive-participation)

• [Hello間隔 (秒) (Hello Interval (Seconds))]フィールドに、hello間隔を秒単位で入力します。
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デフォルト値は 10です。

• [Dead間隔 (秒) (Dead Interval (Seconds))]フィールドに、dead間隔を秒単位で入力します。

デフォルト値は 40です。

• [再送信間隔 (秒) (Retransmit Interval (Seconds))]フィールドに、再送信間隔を秒単位で入力しま
す。

デフォルト値は 5です。

• [転送遅延 (秒) (Transmit Delay (Seconds))]フィールドに、遅延を秒単位で入力します。

デフォルトは 1です。

ステップ 7 オンプレミスとクラウドサイト間のサイト間接続を設定します。

オンプレミスサイトとクラウドサイトの間にサイト間接続を作成する必要がない場合（たとえば、導入に

クラウドのみまたはオンプレミスサイトのみが含まれる場合）は、この手順をスキップします。

オンプレミスとクラウドサイト間のアンダーレイ接続を設定する場合は、クラウドAPICのCSRがトンネ
ルを確立する IPNデバイスの IPアドレスを指定し、クラウドサイトのインフラ設定を行う必要がありま
す。

a) [+ IPNデバイスの追加 (+ Add IPN Device)]をクリックして、IPNデバイスを指定します。
b) ドロップダウンから、前に定義した IPNデバイスのいずれかを選択します。

IPNデバイスは、[一般設定 (General Settings)] > [IPNデバイス (IPN Devices)]リストですでに定義され
ている必要があります。インフラの設定:一般設定を参照してください。

c) クラウドサイトのサイト間接続を設定します。

クラウドサイトからこのオンプレミスサイトへの以前に設定された接続はすべてここに表示されます

が、追加の設定は、Cisco Cloud APICサイトのインフラの設定の説明に従ってクラウドサイト側から
行う必要があります。

次のタスク

必要なサイト間接続情報をすべて設定しましたが、まだサイトにプッシュされていません。イ

ンフラ設定の展開の説明に従って、設定を展開する必要があります。

インフラの設定:ポッドの設定
このセクションでは、各サイトでポッド固有の設定を行う方法について説明します。

ステップ 1 Cisco Nexus Dashboard Orchestratorの GUIにログインします。

ステップ 2 メインメニューで [サイト]をクリックします。
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ステップ 3 [サイト]ビューで、[インフラの構築]をクリックします。

ステップ 4 左側のペインの [サイト (Sites)]の下で、特定のサイトを選択します。

ステップ 5 メインウィンドウで、ポッドを選択します。

ステップ 6 右の [ポッドのプロパティ (Pod Properties)]ペインで、ポッドについてオーバーレイユニキャスト TEPを
追加できます。

この IPアドレスは、同じポッドの一部であり、サイト間の既知のユニキャストトラフィックに使用される
すべてのスパインスイッチに導入されます。

ステップ 7 [+ TEPプールの追加 (+Add TEP Pool)]をクリックして、ルーティング可能な TEPプールを追加します。

外部ルーティング可能な TEPプールは、ISC経由でルーティング可能な IPアドレスのセットを APICノー
ド、スパインスイッチ、および境界リーフノードに割り当てるために使用されます。これは、サイト間

L3Out機能を有効にするために必要です。

以前にAPICでファブリックに割り当てられた外部TEPプールは、ファブリックがMulti-Siteドメインに追
加されると、NDOによって自動的に継承され、GUIに表示されます。

ステップ 8 サイトの各ポッドに対してこの手順を繰り返します。

インフラの設定:スパインスイッチ
このセクションでは、CiscoMulti-Siteのために各サイトのスパインスイッチを設定する方法に
ついて説明します。

ステップ 1 Cisco Nexus Dashboard Orchestratorの GUIにログインします。

ステップ 2 メインメニューで [サイト]をクリックします。

ステップ 3 [サイト]ビューで、[インフラの構築]をクリックします。

ステップ 4 左側のペインの [サイト (Sites)]の下で、特定のサイトを選択します。

ステップ 5 メインウィンドウで、ポッド内のスパインスイッチを選択します。

ステップ 6 右側の [<スパイン>設定 (Settings)]ペインで、[+ポート追加(Add Port)]をクリックします。

ステップ 7 [ポートの追加（Add Port）]ウィンドウで、次の情報を入力します。

• [イーサネットポート ID (Ethernet Port ID)]フィールドに、ポート ID、たとえば 1/29を入力しま

す。

• [IPアドレス (IP Address)]フィールドに、IPアドレス/ネットマスクを入力します。

NDCによって、指定されたポートで指定された IPアドレスを持つVLAN 4でサブインターフェイス
が作成されます。

• [MTU]フィールドに、サーバのMTUを入力します。MTUを9150Bに設定する継承を指定するか、576

〜 9000の値を選択します。

スパインポートのMTUは、IPN側のMTUと一致させる必要があります。
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• [OSPFポリシー (OSPF Policy)]フィールドで、インフラの設定:オンプレミスサイトの設定（2
ページ）で設定したスイッチの OSPFポリシーを選択します。

OSPFポリシーの OSPF設定は、IPN側と一致させる必要があります。

• [OSPF認証 (OSPF Authentication)]では、[なし (none)]または以下のいずれかを選択します。

• MD5

• Simple

ステップ 8 [BGPピアリング (BGP Peering)]ノブを有効にします。

2つより多くのスパインスイッチのある単一のポッドファブリックでは、BGPピアリングはBGPスピー
カ (BGP Speakers)と呼ばれるスパインスイッチのペア (冗長性のためのもの)上でのみ有効にします。
他のすべてのスパインスイッチでは、BGPピアリングを無効にします。これらはBGPフォワーダ (BGP
Forwarders)としてのみ機能します。

マルチポッドファブリック BGPピアリングは、それぞれが異なるポッドに展開された、2台の BPGス
ピーカスパインスイッチ上でのみ有効にします。他のすべてのスパインスイッチでは、BGPピアリン
グを無効にします。これらは BGPフォワーダ (BGP Forwarders)としてのみ機能します。

ステップ 9 [BGP-EVPN Router-ID (BGP-EVPNルータ ID)]フィールドでは、サイト間の BGP-eVPNセッションで使
用する IPアドレスを指定します。

ステップ 10 すべてのスパインスイッチで手順を繰り返します。
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